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習慣の変化や、ＢＳＥ（狂牛病）などの食の安全を揺るが
す問題が多発したことにより、平成17年に食育基本法が、
そして翌年に食育推進基本計画が制定されました（図１）。

栄養学、調理学
をはじめ、さま
ざまな方向から
のアプローチが
行なわれていま
すが、われわれ
も歯科からの食
育というサポー

この法律では「食育」を以下のように位置づけています
①　生きる上での基本であって、知育、徳育および体育の
基礎となるべきもの
②　様々な経験を通じて「食」に関する知識と「食」を選
択する力を習得し、健全な食生活を実践することができ
る人間を育てること
すなわち、食をめぐる問題として、食を大切にする心を
育んだり、栄養の偏り・不規則な食事や過度の痩身思考を
改めること、肥満や生活習慣病の予防や食の安全や海外依
存（食料自給率）について考えたり、伝統ある食文化を継
承していくことなどが指摘されています。
食育については、教育関係、食品関連事業、農林漁業、

「食育」という言葉を一度は耳にさ
れた方は多いと思います。日本人の食

唾液の分泌が促進されることで、自浄作用によって口腔
内がきれいになり、消化吸収も高まります。日頃からよく
噛む習慣を身につけるためには、歯ごたえのある食品を意
図的に日常の食事に取り入れることも必要でしょう。ま
た、食物本来の味を活かすためには、薄味での調理を工夫
することも大切で、味覚の発達を促し、塩分過多による生
活習慣病の予防にもつながります。さらに、よく噛むこと
で脳の血流量が増加し、脳の活性化を促し、精神を安定さ
せる効果も期待できます。
添加物によってカビの生えないパンや、いつまで放置し
ても腐らないポテトなど、世の中には危険な食品が溢れて
います。大量消費、大量流通時代における食の安全・安心
に関わる科学の問題として、保存料や食品添加物はわれわ
れに大きな課題を突きつけているのかもしれません。

トをさせていただいています（写真１）。人は成長発育の
中で摂食機能を獲得していきますが、離乳食の問題、あご
の発育や機能獲得の問題の中で“噛めない子供”が増えてい
ます。むし歯や歯周病により歯が欠損したりすると、当然
のごとく噛むことができなくなります。このように、歯科
と食育は、赤ちゃんの時から年老いるまで、咀嚼器官とし
ての顎や歯を中心として深く関わりを持っています。
健康は、何でもおいしく食べることから始まります。よ
く噛むことで、食物本来の味を十分味わうことができると
共に、満腹感が得られるため、過食による肥満やそれに起
因する種々の疾患を予防することができます（図２）。

写真１　小学校でハミガキ指導とともに
食育教育も行っている

図１　食育基本法・食育推進基本計画

図２　しっかり噛んで肥満予防！


